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子
育
て
の
主
役
は
「
親
子
」

で
す
。
少
し
前
ま
で
は
、
子
育

て
は
親
以
外
の
家
族
や
地
域
の

人
た
ち
が
当
た
り
前
に
支
援
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
近
年
、

都
市
化
、
核
家
族
化
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
に

よ
り
子
育
て
環
境
は
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
子
育
て
が
孤
独

な
環
境
に
置
か
れ
る
こ
と
が
多

く
な
り
、
子
育
て
へ
の
重
圧
や

不
安
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改

善
す
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体

で
子
育
て
世
帯
を
支
援
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
性
格
は
十

人
十
色
で
み
ん
な
違
い
ま
す
。

子
育
て
も
十
人
十
色
。
色
々
な

か
た
ち
が
あ
り
、
必
ず
「
こ
う

あ
る
べ
き
」
と
い
う
正
解
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
親
子
で
向

き
合
う
時
間
を
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。
親
子
が
向
き
合
う
こ

と
で
共
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

親
の
笑
顔
は
子
ど
も
を
笑
顔

に
し
ま
す
。
子
ど
も
の
笑
顔
は

ま
ち
の
輝
き
に
な
り
ま
す
。
全

て
の
親
子
が
笑
顔

に
な
れ
る
よ
う
、

行
政
で
、
地
域
で

あ
な
た
の
子
育
て

を
応
援
し
ま
す
。

　保護者の働いている状況に関わらず、小学校就学前
の子どもに対して質の高い教育・保育を総合的、統一
的に一体提供するとともに、子育て支援の充実を図る
ため、幼保連携型の「認定こども園」の設置を推進し
ていきます。
　公立の幼稚園・保育所は登米市子ども子育て支援事
業計画に基づき、今後、認定こども園として整備を進
めていく予定です。施設の整備などにあたっては、利
用している園児の保護者や地域住民に対する説明会な
どの開催、民間経営主体との意見交換を十分に行い、
施設環境の充実と安定した運営ができる仕組みの構築
を図ります。

　

　放課後児童クラブは、保護者が仕事などで昼間家庭にいない小
学生に、適切な遊びや生活の場を提供し、児童の健全な育成を図
るものです。
　児童福祉法の一部改正に伴い、平成 27 年度から対象児童を６
年生までに拡大し、待機児童ゼロを目指して定員の拡大や活動場
所の確保に努めています。
　現在市内９カ所の小学校で実施している「放課後子ども教室」
との一体型の運営実施を平成 31 年度までに目指し、地域の実情
に応じて利用しやすい体制を整備します。

保護者の仕事、病気その
他の理由により、適切な保護指導を受けら
れない市内の小学校に在籍する児童

平日＝放課後～午後 6時 30 分
長期休業日・土曜日・振替休業日＝午前

7時 30 分～午後 6時 30 分
日曜日、祝祭日、年末年始

※原則として、インフルエンザや台風など
　による学校閉鎖や緊急事態が発生した場
　合には、学校と同じように閉所します。

無料（ただし、おやつ代や教材
費、保険料などは個人負担となります）

平成 27 年 11 月 20日（金）まで
に児童館または子育て支援センターに必要
書類を提出してください（詳しくは各児童
クラブにお問い合わせください）。

１．保護者の働いている状況に関わりなく、教育・保
　育を一緒に受けられます
２．保護者が仕事を辞めるなど、就労状況が変わった
　場合も、通い慣れた園を継続して利用できます
３．子育て支援の場が用意されているので、園に通っ
　ていない子どもの家庭も、子育て相談や交流の場な
　どに参加できます


